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枕崎市地域公共交通活性化協議会 

 

資 料 



  



【設⽴趣旨】 

枕崎市における 65 歳以上の⽼年⼈⼝割合は，36.3％（平成 27 年国調）に達
し，県平均（29.4%），全国平均（26.6%）と⽐較しても⾼齢化が進⾏しており，
特に市内周辺部の農村地域や中山間地域においては，より一層⾼齢化が進んで
います。 

また，地域の暮らしと産業を支え，豊かで暮らしやすい地域づくりのためには
「移動」は⽋かせない存在ですが，⼈⼝減少による公共交通利⽤者の減少や全国
的な運転⼿不⾜の深刻化等により，公共交通の維持は容易ではなくなってきて
います。 

このことから，公共交通に頼らざるを得ない⾼齢者などの交通⼿段の確保や，
公共交通機関の空白地域などでの交通⼿段の確保は，今後さらに深刻な問題と
なっていくことが予想されます。 

一方で，地域における移動⼿段の維持・確保は，交通分野の課題解決にとどま
らず，まちづくり，観光振興，健康，福祉，教育，環境等の様々な分野で大きな
効果をもたらします。 

こうした状況を踏まえ，本市の交通政策に関わる課題の解決に向け，地域公共
交通のマスタープランとなる「地域公共交通計画」（※）を策定し，まちづくり
と連動した持続可能な運送サービスの提供に取り組んでいくため，本協議会を
設⽴するものです。 

 
 

※「地域公共交通計画」とは 
地域公共交通の活性化及び再⽣に関する法律に基づき，地方公共団体が中⼼

となって交通事業者や地域の関係者等との協議を重ね，「地域にとって望ましい
地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする，地域公共交通の「基本計画」とし
て策定します。 

まちづくりと連携しつつ，将来にわたり持続可能な公共交通の実現を目指し，
既存の公共交通サービスや多様な輸送資源を最大限活⽤しながら，地域の移動
ニーズに対応していくための取組を盛り込んでいきます。 
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枕崎市地域公共交通活性化協議会規約（案） 
 
 （設置） 
第１条 枕崎市地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」という。）は、次に掲げる

事項を協議することを目的として設置し、道路運送法施行規則（昭和 26 年運輸省
令第 75 号）に定める地域公共交通会議を兼ねるものとする。 

（1）地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号。以下「活
性化・再生法」という。）第 6 条第 1 項の規定に基づく地域公共交通計画（以下
「交通計画」という。）の作成及び実施に関する事項 

（2）道路運送法（昭和 26 年法律第 183 号。以下「運送法」という。）の規定に基づ
き、地域における需要に応じた住⺠の生活に必要なバス等（⾃家⽤有償旅客運
送を含む。）の旅客輸送の確保、旅客の利便の増進及び地域の実情に即した輸送
サービスの実現に必要となる事項 

（3）地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（平成 23 年 3 月 30 日国総計
第 97 号。以下「補助要綱」という。）第 2 条第 1 項第 1 号の規定に基づく生活
交通確保維持改善計画（以下「確保維持改善計画」という。）の策定及び実施に
関する事項 

 （事務所） 
第２条 協議会の事務所は、枕崎市千代田町 27 番地に置く。 
 （事業） 
第３条 協議会は、第 1 条の目的を達成するため、次の業務を行う。 
（1）活性化・再生法に基づく交通計画、補助要綱に基づく確保維持改善計画の策定

及び変更の協議に関すること。 
（2）活性化・再生法に基づく交通計画、補助要綱に基づく確保維持改善計画の実施

に係る連絡調整に関すること。 
（3）活性化・再生法に基づく交通計画、補助要綱に基づく確保維持改善計画に位置

づけられた事業の実施に関すること。 
（4）運送法に基づく地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送等の態様及び運賃・料

金等に関する事項（⾃家⽤有償旅客運送を含む。） 
（5）協議会の運営方法その他協議会が必要と認める事項 
 （協議会の委員） 
第４条 協議会の委員は、次に掲げる者とする。 
（1）枕崎市⻑⼜はその指名する者 
（2）一般乗合旅客⾃動車運送事業者 
（3）一般貸切（乗⽤）旅客⾃動車運送事業者 
(4) 鉄道事業者 
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（5）公益社団法人鹿児島県バス協会の代表者⼜はその指名する者 
（6）一般社団法人鹿児島県タクシー協会の代表者はその指名する者 
（7）住⺠⼜は利⽤者を代表する者 
（8）国⼟交通省九州運輸局鹿児島運輸⽀局⻑⼜はその指名する者 
（9）一般旅客⾃動車運送事業者等の事業⽤⾃動車の運転者が組織する団体の代表者

⼜はその指名する者 
（10）道路管理者⼜はその指名する者 
（11）枕崎警察署⻑⼜はその指名する者 
（12）鹿児島県知事⼜はその指名する者 
（13）枕崎市内において⾃家有償旅客運送（公共交通空白地有償運送⼜は福祉有償運

送）を実施している特定非営利活動法人等の運送団体 
（14）学識経験を有する者その他協議会の運営上必要と認める者 
２ 前項に規定する委員⼜は第 12 条に規定する事務局から、前項に規定する委員以

外の者が協議会の運営に必要との申し出があった場合には、協議会での決議の上で
その者をオブザーバーとして招致することができるものとする。 

 （任期） 
第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の在任期間とする。 
 （役員） 
第６条 協議会に次の役員を置く。 
 ⑴ 会⻑  １名 
 ⑵ 副会⻑ １名 
 ⑶ 監事  ２名 
２ 会⻑は、枕崎市⻑⼜はその指名する者をもって充てる。 
３ 副会⻑及び監事は、委員の中から会⻑が指名する者をもって充てる。 
 （役員の職務） 
第７条 会⻑は、協議会を代表し、会務を総括する。  
２ 副会⻑は、会⻑を補佐し、会⻑に事故あるとき⼜は会⻑が欠けたときは、その職

務を代理する。 
３ 監事は、出納監査を行い、その結果を会⻑に報告する。 
 （協議会の運営） 
第８条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会⻑が招集し、会⻑が議⻑となる。 
２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 
３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議⻑の決するとこ

ろによる。 
４ 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円

3



 

滑な議事運営に⽀障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとす
る。 

５ 会⻑が緊急の決定を要する事案について会議を招集する時間的な余裕がないと
認めるときは、第３項の議決は、委員の書面による賛否の結果をもってこれに代え
ることができる。 

６ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会⻑が別に定める。 
 （連絡・通報窓口） 
第９条 地域公共交通に関する相談、苦情その他の事項に対応するため、連絡・通報

窓口を枕崎市企画調整課に置く。 
 （協議結果の取扱い） 
第 10 条 協議会において協議が調った事項について、協議会の構成員はその結果を

尊重しなければならない。 
 （分科会） 
第 11 条 第３条各号に掲げる事項について、地域の取組、⼜は専門的な調査、検討

を行うため、協議会に分科会を置くことができるものとする。 
２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会⻑が別に定める。 
 （事務局） 
第 12 条 協議会における事務全般を所掌するため、協議会に事務局を置き、枕崎市

企画調整課が担当する。 
２ 事務局に関し必要な事項は、会⻑が会議に諮り別に定める。 
 （会計） 
第 13 条 協議会の収⼊及び⽀出に関し必要な事項は、会⻑が会議に諮り別に定める。 
 （報酬及び費⽤弁償） 
第 14 条 協議会は、会議に出席した委員等に報酬及び費⽤の弁償を⽀給することが

できる。 
２ 前項の報酬及び費⽤弁償の額は、枕崎市報酬及び費⽤弁償条例に準じるものとす

る。 
 （委任） 
第 15 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会⻑

が別に定める。 
   附 則 
 この規約は、令和３年 月 日から施行する。  
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別紙（第４条関係） 
No. 所  属 職 名 委員区分 備 考 

１ 枕崎市 枕崎市⻑ 第１号委員 会 ⻑ 

２ 鹿児島交通株式会社 乗合営業部⻑ 第２号委員  

３ 有限会社さくら交通 代表取締役 第 3 号委員  

４ 
有限会社グリーンタクシー 
光タクシー株式会社 

代表取締役 第３号委員  

５ 九州旅客鉄道株式会社 鹿児島⽀社 副⽀社⻑ 第４号委員  

６ 公益社団法人 鹿児島県バス協会 専務理事 第５号委員  

7 一般社団法人 鹿児島県タクシー協会 専務理事 第６号委員  

8 枕崎市社会福祉協議会 会⻑ 第７号委員  

9 枕崎市⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑ 第７号委員  

10 枕崎校区⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑ 第７号委員  

11 ⽴神校区⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑ 第７号委員  

12 桜⼭校区⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑ 第７号委員  

13 金⼭校区⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑ 第７号委員  

14 別府校区⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑ 第７号委員  

15 枕崎市⽼人クラブ連合会 会⻑ 第７号委員  

16 枕崎市⾝体障害者福祉協会 会⻑ 第７号委員  

17 九州運輸局 鹿児島運輸⽀局 首席運輸企画専門官 第８号委員  

18 九州運輸局 鹿児島運輸⽀局 首席運輸企画専門官 第８号委員  

19 私鉄鹿児島交通労働組合 執行委員⻑ 第 9 号委員  

20 九州地方整備局 鹿児島国道事務所 指宿維持出張所⻑ 第 10 号委員  

21 鹿児島県 南薩地域振興局 建設総務課⻑ 第 10 号委員  

22 枕崎市建設課 建設課⻑ 第 10 号委員  

23 枕崎警察署 交通課⻑ 第 11 号委員  

24 鹿児島県総合政策部交通政策課 陸上交通係⻑ 第 12 号委員  

25 枕崎商工会議所 専務理事 第 14 号委員  

26 枕崎市観光協会 会⻑ 第 14 号委員  

27 枕崎市福祉課 福祉課⻑ 第 14 号委員  

28 枕崎市教育委員会 教育総務課⻑ 第 14 号委員  
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枕 崎 市 地 域 公 共 交 通 活 性 化 協 議 会 事 務 局 規 程 （ 案 ）  
 

（ 趣 旨 ）  
第 １ 条  こ の 規 程 は 、 枕 崎 市 地 域 公 共 交 通 活 性 化 協 議 会 規 約 第 12

条 の 規 定 に 基 づ き 、 枕 崎 市 地 域 公 共 交 通 活 性 化 協 議 会 （ 以 下 「 協
議 会 」 と い う 。 ） の 事 務 局 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の
と す る 。  
（ 所 掌 事 務 ）  

第 ２ 条  事 務 局 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 所 掌 す る 。  
(１ ) 協 議 会 の 会 議 に 関 す る こ と 。  
(２ ) 協 議 会 の 資 料 作 成 に 関 す る こ と 。  
(３ ) 協 議 会 の 庶 務 に 関 す る こ と 。  
(４ ) 前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 協 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事

項  
（ 事 務 局 職 員 ）  

第 ３ 条  事 務 局 に 、 事 務 局 ⻑ 、 そ の 他 必 要 な 職 員 を 置 く 。  
２  事 務 局 ⻑ は 、 枕 崎 市 企 画 調 整 課 ⻑ を も っ て 充 て る 。  
３  事 務 局 員 は 、 枕 崎 市 企 画 調 整 課 の 職 員 を も っ て 充 て る 。  

（ 専 決 事 項 ）  
第 ４ 条  事 務 局 ⻑ は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 専 決 す る こ と が で き る 。 た

だ し 、 異 例 ⼜ は 重 要 と 認 め ら れ る 事 項 に つ い て は 、 こ の 限 り で な
い 。  
(１ ) 事 務 局 の 運 営 に 関 す る こ と 。  
(２ ) 物 品 の 購 ⼊ そ の 他 協 議 会 の 運 営 に 必 要 な 契 約 の 締 結 に 関 す

る こ と 。  
(３ ) 物 品 及 び 現 金 の 出 納 に 関 す る こ と 。  
(４ ) 前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 軽 易 な 事 項 に 関 す る こ と 。  
（ 文 書 の 取 扱 い ）  

第 ５ 条  事 務 局 に お け る 文 書 の 収 受 、 配 布 、 処 理 編 集 、 保 存 そ の 他
文 書 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 枕 崎 市 に お い て 定 め ら れ て い る 文 書 の
取 扱 い の 例 に よ る 。  
（ 公 印 の 取 扱 い ）  

第 ６ 条  協 議 会 の 公 印 の 種 類 は 会 ⻑ 印 と し 、 公 印 の 名 称 、 寸 法 、 形
状 、 書 体 、 個 数 、 使 ⽤ 区 分 及 び 管 理 者 は 別 表 の と お り と す る 。  
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２  協 議 会 の 公 印 の 保 管 、 取 扱 い 等 に つ い て は 、 枕 崎 市 に お い て 定
め ら れ て い る 公 印 の 取 扱 い の 例 に よ る 。  
（ そ の 他 ）  

第 ７ 条  こ の 規 程 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、 会 ⻑ が 別 に 定
め る 。  

附  則  
こ の 規 程 は 、 令 和 ３ 年  月  日 か ら 施 行 す る 。  
 

別 表 （ 第 ６ 条 関 係 ）  

名 称  
寸 法  
（ ミ リ  

メ ー ト ル ）  
形 状  書 体  個 数  使 ⽤ 区 分  管 理 者  

枕 崎 市  
地 域 公 共  
交 通 活 性  
化 協 議 会  
会 ⻑ 之 印  

24×24 

 

れ い 書 体  １  
会 ⻑ 名 を
も っ て 発
す る 文 書  

事 務 局 ⻑  

 

  
枕 崎 市  
地 域 公 共 交 通  
活 性 化 協 議 会  
会 ⻑ 之 印  
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枕 崎 市 地 域 公 共 交 通 活 性 化 協 議 会 に 係 る 会 計 事 務 取 扱 規 程 （ 案 ）  
 

（ 目 的 ）  
第 １ 条  こ の 規 程 は 、 枕 崎 市 地 域 公 共 交 通 活 性 化 協 議 会 規 約 第 13

条 の 規 定 に 基 づ き 、 枕 崎 市 地 域 公 共 交 通 活 性 化 協 議 会 （ 以 下 「 協
議 会 」 と い う 。 ） の 運 営 に 係 る 会 計 事 務 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め 、
適 切 な 事 務 処 理 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。  
（ 予 算 ）  

第 ２ 条  協 議 会 の 予 算 は 、 負 担 金 、 補 助 金 、 繰 越 金 及 び そ の 他 の 収
⼊ を も っ て 収 ⼊ と し 、 協 議 会 の 運 営 及 び 事 業 に 係 る 経 費 を も っ て
⽀ 出 と す る 。  

２  協 議 会 の 会 ⻑ （ 以 下 「 会 ⻑ 」 と い う 。 ） は 、 毎 会 計 年 度 の 予 算
を 調 製 し 、 年 度 開 始 前 に 協 議 会 に お い て 承 認 を 得 る も の と す る 。  

３  協 議 会 の 会 計 年 度 は 、 毎 年 ４ 月 １ 日 に 始 ま り 、 翌 年 ３ 月 31日
に 終 了 す る 。  

４  会 ⻑ は 、 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 予 算 が 協 議 会 の 承 認 を 得 た と き
は 、 当 該 予 算 書 の 写 し を 速 や か に 枕 崎 市 ⻑ に 送 付 し な け れ ば な ら
な い 。  
（ 予 算 の 補 正 ）  

第 ３ 条  会 ⻑ は 、 会 計 年 度 の 途 中 に お い て 、 既 定 予 算 に 補 正 の 必 要
が 生 じ た と き は 、 こ れ を 調 製 し 、 速 や か に 協 議 会 に 諮 る も の と す
る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 、 補 正 予 算 が 協 議 会 の 承 認 を 得 た と き は 、 前
条 第 ４ 項 の 規 定 を 準 ⽤ す る 。  
（ 予 算 の 流 ⽤ 及 び 予 備 費 の 充 ⽤ ）  

第 ４ 条  ⽀ 出 予 算 の 流 ⽤ 及 び 予 備 費 の 充 ⽤ は 、 枕 崎 市 の 例 に よ る も
の と す る 。  

２  会 ⻑ は 、 前 項 の 規 定 に よ り ⽀ 出 予 算 の 流 ⽤ ⼜ は 予 備 費 の 充 ⽤ を
し た と き は 、 次 回 の 協 議 会 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  
（ 出 納 及 び 現 金 等 の 保 管 ）  

第 ５ 条  協 議 会 の 出 納 は 、 会 ⻑ が 行 う 。  
２  協 議 会 に 属 す る 現 金 等 は 、 銀 行 そ の 他 の 金 融 機 関 に 預 け ⼊ れ な

け れ ば な ら な い 。  
（ 協 議 会 出 納 員 ）  
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第 ６ 条  会 ⻑ は 、 協 議 会 事 務 局 職 員 の う ち か ら 協 議 会 出 納 員 を 命 ず
る こ と が で き る 。  

２  協 議 会 出 納 員 は 、 会 ⻑ の 命 を 受 け て 、 協 議 会 の 出 納 そ の 他 会 計
事 務 を つ か さ ど る 。  
（ 収 ⼊ 及 び ⽀ 出 の 手 続 ）  

第 ７ 条  協 議 会 の 予 算 に 係 る 収 ⼊ 及 び ⽀ 出 の 手 続 は 、 枕 崎 市 の 例 に
よ り 行 う も の と す る 。  

２  協 議 会 の 出 納 員 は 、 次 に 掲 げ る 簿 冊 を 備 え 、 出 納 の 管 理 を 行 う
も の と す る 。  
(１ ) 予 算 整 理 簿  
(２ ) 前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 必 要 な 簿 冊  
（ 決 算 等 ）  

第 ８ 条  会 ⻑ は 、 毎 会 計 年 度 終 了 後 、 延 滞 な く 、 協 議 会 の 決 算 を 調
整 し 、 協 議 会 の 承 認 を 得 る も の と す る 。  

２  会 ⻑ は 、 前 項 の 承 認 を 得 る に 当 た っ て は 、 監 事 の 監 査 を 受 け 、
そ の 結 果 を 添 え な け れ ば な ら な い 。  

３  会 ⻑ は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ り 協 議 会 の 承 認 を 得 た と き は 、 当 該
決 算 書 の 写 し を 速 や か に 枕 崎 市 ⻑ に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。  
（ 協 議 会 が 解 散 し た 場 合 の 措 置 ）  

第 ９ 条  協 議 会 が 解 散 し た 場 合 に お け る 協 議 会 の 収 ⽀ は 、 解 散 の 日
を も っ て 打 ち 切 り 、 会 ⻑ で あ っ た 者 が こ れ を 決 算 す る 。  
（ そ の 他 ）  

第 10条  こ の 規 程 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、 会 ⻑ が 別 に
定 め る 。  

 
附  則  

（ 施 行 期 日 ）  
１  こ の 規 程 は 、 令 和 ３ 年  月  日 か ら 施 行 す る 。  

（ 令 和 ３ 年 度 予 算 の 特 例 ）  
２  令 和 ３ 年 度 の 協 議 会 の 予 算 に 関 し て は 、 第 ２ 条 第 ２ 項 中 「 年 度

開 始 前 に 」 と あ る の は 「 第 １ 回 の 」 に 、 読 み 替 え る も の と す る 。  
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【収入】 （単位：円）

令 和 3 年 度 前 年 度 比 較 増 減

5,369,320 - -

2,818,000 - -

0 - -

0 - -

8,187,320 - -

【支出】 （単位：円）

令 和 3 年 度 前 年 度 比 較 増 減

344,320 - -

310,000 - -

報 酬 176,800 - -

費 用 弁 償 65,200 - -

使用料及び賃借料 68,000 - -

34,320 - -

需 用 費 24,200 - -

役 務 費 10,120 - -

7,843,000 - -

7,843,000 - -

委 託 料 7,843,000 - -

0 - -

0 - -

予 備 費 0 - -

8,187,320 - -

令和3年度　収入支出予算（案）

説 明

事 務 費

説 明

会 議 費

会議室使用料

委員旅費

負 担 金

科　　目

枕崎市

国庫補助金

委員報酬

消耗品代

切手代等

事 業 費

調査事業委託

事 業 費

予 備 費

予 備 費

計

運 営 費

科　　目

計

補 助 金

繰 越 金

諸 収 入
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令和３年度事業計画（案） 

 
１．事業内容 枕崎市地域公共交通計画の策定 

実施項目 実施内容 

１．法改正，関連事業等の整

理 

「地域公共交通計画」を検討する上での，改正ポイント，計画策

定後に活用できる補助事業メニューを整理し，本市で活用する事

業内容を確認する上での基礎資料とする。また，全国で行われて

いる最新モビリティサービス導入事例，最新技術の整理を行う。 

２．地域概況に関する整理 

既存資料の収集・整理から，本市の地理的条件や道路網の状況，

人口分布，施設立地（病院・公共施設・商業施設等）など地域特

性を把握し整理する。 

３．地域交通に関する実態，

ニーズ把握調査 

地域住民を対象としたアンケート調査により，住民の移動先，時

間帯，手段などを網羅的に把握し，地域全体の移動需要を整理す

る。また，潜在的な公共交通利用の可能性のある住民及び交通事

業関係者に個別ヒアリングを実施する。 

４．地域公共交通計画（案）

の策定 

現況調査及び住民ニーズ把握調査などの結果をもとに，持続可能

な公共交通計画の策定にあたっての問題点や課題を整理し，上位

計画や関連計画を踏まえつつ，地域にとって望ましい公共交通計

画のあり方についての基本方針をまとめる。 

また，基本方針に沿って，持続可能な公共交通計画の策定に向け

た目標，事業の実施主体，スケジュール等を具体的に反映させた

計画を取りまとめる。 

５．協議会の開催 
計画策定に向けた調査内容や，調査結果を受けて今後の交通体系

のあり方について議論するための地域公共交通会議を開催する。 

 
２．スケジュール 

実施項目 4 月       9 月       12 月       3 月 

１．法改正，関連事業等の整

理 

 

 

２．地域概況に関する整理  

 

３．地域交通に関する実態，

ニーズ把握調査 

 

４．地域公共交通計画（案）

の策定 

 

 

５．協議会の開催  
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